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し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ

の
地
域
は
、
大
消
費
地
名
古
屋
へ

の
農
産
物
の
一
大
供
給
地
域
と
し

て
有
名
で
す
。

平
成
十
三
年
に
は
、
渥
美
町
と
隣

接
す
る
田
原
町（
農
業
出
荷
額
県
下

三
位
）・
赤
羽
根
町（
同
県
下
四
位
）

の
三
つ
の
J
A
が
合
併
し
、
渥
美
郡

を
区
域
と
す
る「
J
A
愛
知
み
な
み
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
渥
美
町
の
農

業
出
荷
額
は
、
豊
橋
市
、
別
海
町

（
北
海
道
）
に
次
ぐ
全
国
第
三
位

（
四
百
二
億
円
）、
部
門
別
で
は
野
菜

が
全
国
第
六
位
（
百
二
十
三
億
円
）、

花
卉
が
全
国
第
一
位
（
二
百
二
十

七
億
円
）
で
す
。

出
荷
高
増
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和

四
十
三
年
の
豊
川
用
水
の
開
通
で

し
た
。
開
通
後
（
昭
和
四
十
五
年
）

渥
美
町
は
、
愛
知
県
の
最
南
端
、

渥
美
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
、
人

口
約
二
万
三
千
人
、
第
一
次
産
業
就

業
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
農
業
の

町
で
す
。
年
平
均
気
温
は
一
五
・
七

度
、
降
霜
日
数
も
極
め
て
少
な
く
、

気
候
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
、
電
源
立
地

促
進
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
、
上

水
道
や
総
合
運
動
公
園
、
郷
土
資
料

館
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
み
、
生
活

環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
か
ら
は
、
電
源
地
域
産
業

育
成
支
援
補
助
金
を
活
用
し
て
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
賑
わ
い
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
都
市
圏
の
食
糧
基
地

J
A
愛
知
み
な
み

愛
知
県

渥
美
町

は
キ
ャ
ベ
ツ
・
露
地
メ
ロ
ン
な
ど
野

菜
中
心
に
変
わ
り
、
農
業
出
荷
額
も

七
十
億
円
に
伸
び
ま
し
た
。

施
設
園
芸
が
盛
ん
な
こ
と
も
こ

の
地
域
の
特
徴
で
す
。
全
農
家
二

千
二
百
戸
の
う
ち
約
千
六
百
戸
が

施
設
園
芸
に
従
事
し
、
そ
の
う
ち

約
千
五
百
戸
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
、
約
八
百
戸
が
ガ
ラ
ス
温
室
を

持
っ
て
い
ま
す
。
機
械
化
の
導
入

に
も
積
極
的
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

耕
運
機
の
台
数
は
農
家
数
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

ご
く
近
い
将
来
、
日
本
の
技
術
指

導
に
よ
る
国
外
生
産
品
を
含
め
て
、

減
農
薬
な
ど
安
心
・
安
全
を
満
た
す

野
菜
が
国
内
市
場
の
必
要
最
低
条

件
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
産
地
J
A
は
、
資
金
力

を
活
か
し
て
、
産
学
官
連
携
の
技
術

開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
市
場
の
持
つ

価
格
不
安
定
と
い
う
根
本
的
な
リ
ス

ク
を
最
大
限
回
避
す
る
出
荷
体
制

を
整
備
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
を
先

取
り
す
る
形
と
な
る
、
J
A
愛
知

み
な
み
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

や
I
T
農
業
、
特
別
栽
培
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛知県 

中部電力（株）渥美火力発電所 

渥美町 

農
業
出
荷
額

全
国
第
三
位
の
町
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最
近
、
地
産
地
消
、
直
接
販
売
、

ネ
ッ
ト
販
売
と
い
う
言
葉
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
あ
た
か
も
こ
れ
か
ら

の
農
業
の
進
む
道
を
示
す
か
の
よ

う
で
す
が
、
大
産
地
に
は
、
市
場

の
需
要
を
満
た
す
絶
対
量
の
安
定

的
供
給
と
、
産
地
の
農
家
が
生
き

て
い
く
た
め
の
適
正
価
格
の
確
保
、

大
産
地
J
A
は

今
や
強
力
な
農
業
商
社

こ
の
二
つ
の
使
命
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
J
A
の

組
合
員
は
五
〇
％
以
上
が
専
業
農

家
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

J
A
が
市
場
に
競
り
販
売
を
無

条
件
に
委
託
す
る
無
条
件
委
託
販

売
方
式
は
、
近
年
、
急
速
に
弱
体

化
し
て
い
ま
す
。
無
条
件
委
託
販

売
は
、
市
場
の
需
給
関
係
に
よ
っ

て
大
き
な
価
格
変
動
リ
ス
ク
を
負

う
反
面
、
具
体
的
な
顧
客
を
見
つ

け
る
必
要
な
く
販
売
で
き
る
と
い

っ
た
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

の
で
す
。
市
場
が
も
つ
五
つ
の
機

従来の競りを中心とした市場は、次の
5つの機能を持っています。

①価格形成機能
②顧客創造機能
③供給調整機能
④代金回収機能
⑤情報収集機能

最近の相対取引や直接取引の増加の影
響を受けて、①価格形成機能や②顧客創
造機能は弱体化しつつありますが、年間
を通じて一定量を確保する③供給調整機
能、現金支払いを確保する④代金回収機
能は依然として、重要な市場機能です。
特に、市場に集まる消費者に関する情

報を提供する⑤情報収集機能は消費者ニ
ーズを把握する手段として重要性を増し
ています。

市場がもつ5つの機能コラム

JA愛知みなみの概況コラム

J
A
愛
知
み
な
み
は
、
平
成
十
三
年
四
月
、
渥
美
半
島
の
三
町
、
渥
美
町
・
田

原
町
・
赤
羽
根
町
の
三
つ
の
J
A
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
組
合
員
数
約
九
千
五

百
人
の
J
A
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
全
国
一
の
出
荷
額
を
持
つ
販
売
事
業
で
す
。

こ
こ
で
は
、
大
産
地
J
A
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
常
務
理
事
森
下
一

良
さ
ん
、
経
営
改
革
室
室
長
鵜
飼
智
温
さ
ん
、
同
審
査
役
木
村
俊
晴
さ
ん
、

青
果
農
産
部
部
長
鈴
木
孝
典
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

能
の
う
ち
、
現
在
で
も
有
効
に
機

能
し
て
い
る
の
は
供
給
調
整
機
能

と
代
金
回
収
機
能
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
ら
顧
客
を
見
つ
け
、

顧
客
の
要
求
す
る
量
を
生
産
し
、

顧
客
の
希
望
す
る
時
期
に
販
売
し

て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
労
力
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
や
は
り
、

市
場
の
持
つ
機
能
を
活
か
し
な
が

ら
、
過
剰
供
給
に
な
ら
な
い
、
価

格
変
動
の
少
な
い
、
新
し
い
販
売

方
法
を
定
着
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
市
場
を
通

じ
た
条
件
付
販
売
委
託
方
式
で
す
。

こ
の
方
式
は
、
J
A
が
顧
客
と
供

給
時
期
・
価
格
等
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
大
枠
を
決
め
て
お
い
て
市

場
に
販
売
す
る
方
式
で
、
市
場
を

読
む
眼
と
顧
客
を
創
造
す
る
力
が

大
き
な
鍵
を
握
り
ま
す
。

顧
客
創
造
に
は
、
市
場
の
卸
か

ら
の
情
報
や
自
ら
が
得
た
市
場
現

場
の
情
報
が
必
要
で
す
。
J
A
愛

知
み
な
み
で
は
、
合
併
時
か
ら
、

東
京
の
大
田
市
場
に
駐
在
所
を
設

置
し
、
三
名
の
職
員
を
常
駐
さ
せ

て
い
ま
す
。
他
の
産
地
よ
り
も
速

く
売
り
先
を
見
つ
け
、
指
定
席
を

確
保
し
、「
市
場
に
売
れ
ば
い
い
」

か
ら
「
売
れ
る
も
の
を
売
り
た
い

価
格
で
供
給
す
る
」
に
変
え
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
気

に
し
て
い
な
か
っ
た
消
費
動
向
や

消
費
者
の
生
の
声
を
生
産
現
場
に

繋
ぐ
こ
と
が
急
務
な
の
で
す
。
将

来
は
、
営
業
所
と
し
て
主
要
消
費

地
に
駐
在
所
の
設
置
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
専
門
職
員
の

育
成
が
重
要
と
な
り
、
販
売
責
任

部
署
に
専
任
担
当
者
を
配
置
す
る

機
構
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
産
地
の
社
会
的
使
命
は

市
場
へ
の
安
定
供
給

希
望
価
格
で
大
量
供
給
で
き
る

販
売
力
を
強
化
す
る

平成14年度事業報告書より

組合員数 9,425名

役職員数 役員 36人

職員 430人

自己資本 18,496百万円

出資金 1,471百万円

自己資本比率
（リスクアセット方式による算出）

38.18％

貯金残高 127,437百万円

貸出金残高 24,375百万円

長期共済保有高 773,110百万円

販売取引高 51,683百万円

購買取引高 16,738百万円

経常利益 899百万円

当期剰余金 610百万円

主な産物 菊・キャベツ・トマト

JA愛知みなみ　常務理事

森下一良
もりしたかずよし

さん

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 経営改革室　〒441-3617 愛知県渥美郡渥美町大字福江字堂前13番地の1 電話　0531-34-0373（代） FAX 0531-32-2281
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp

左からJA愛知みなみ青果農産部部長 鈴木孝典さん、常務理事 森下一良さん、経営改革室室長 鵜飼智温さん、
同審査役 木村俊晴さん

「売れるものを売りたい価格で供給できるJAを目指しています」
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と
し
て
も
、
時
代
が
要
請
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
市
場
に
お
い
て
は
、
す
で

に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
差
別

化
対
策
で
は
な
く
な
り
、
必
要
最

低
条
件
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

輸
入
品
に
対
し
て
は
い
く
ぶ
ん
有

利
に
働
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
が
、
価
格
で
い
え
ば
一
割
高
ま

で
。
安
心
・
安
全
を
売
り
に
し
て

も
、
二
割
か
ら
三
割
高
く
な
れ
ば

買
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
安
心
・

安
全
に
関
心
が
強
い
生
協
さ
ん
で

も
そ
う
で
す
。

輸
入
農
産
物
も
、
い
ま
ま
で
の

「
安
か
ろ
う
・
悪
か
ろ
う
」で
は
な
く
、

輸
入
業
者
が
日
本
の
優
良
種
苗
、
農

業
技
術
を
提
供
し
て
、
日
本
向
け
に

生
産
さ
れ
た
高
品
質
な
物
が
年
々

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
開
発
輸

入
農
産
物
」に
安
心
・
安
全
だ
け
で

勝
ち
抜
く
こ
と
は
無
理
だ
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
、
価
格
で
も
対
抗
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
産
地
の
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
は
当
然
と
し
て
、
卸
、
仲
卸
、
小

売
店
等
の
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
が
重

要
な
課
題
で
す
。
J
A
愛
知
み
な
み

で
は
、
出
荷
労
力
を
削
減
し
規
模

拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
大
さ
せ
る
た

め
に
、
自
動
選
果
施
設
を
は
じ
め
と

し
た
J
A
に
よ
る
機
械
化
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
般
的
な
「
輸
入
農
作

物
」
対
策
と
し
て
は
、
市
場
へ
の

年
間
を
通
じ
た
安
定
的
供
給
や
共

同
販
売
、
資
材
の
共
同
仕
入
れ
、

行
政
へ
の
財
政
的
・
法
的
支
援
に

対
す
る
共
同
申
請
な
ど
、
産
地
間

連
携
・
産
地
間
リ
レ
ー
に
よ
る
対

応
が
急
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
五
月
、
情
報
技
術

を
農
業
に
本
格
的
に
導
入
す
る
た

め
、
J
A
豊
橋
と
連
携
し
て
「
I

T
農
業
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
豊
橋
市
や
田
原
市
な
ど
の

自
治
体
の
ほ
か
、
東
京
農
工
大
学
、

豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
日
立
製
作

所
、
オ
ム
ロ
ン
な
ど
が
参
加
す
る

産
学
官
連
携
事
業
で
す
。
セ
ン
サ

ー
や
人
工
衛
星
を
使
っ
て
ほ
場
の

土
質
や
農
作
物
の
状
況
を
分
析
・

管
理
す
る
精
密
農
法
や
、
農
産
物

履
歴
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
型
農

業
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

JA直売所のふれあい広場で売ら
れている産直品。生産者情報が
それぞれに貼られている

農
作
物
の
安
心
・
安
全
を
証
明

す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
栽
培

履
歴
に
関
す
る
情
報
開
示
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
J
A
か
ら
組

合
員
全
員
に
対
す
る
ル
ー
ル
と
し

て
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
農
作
物
の
買
い
取
り
を
受

け
付
け
ま
せ
ん
か
ら
、
地
域
一
帯

で
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
毎
日
の
栽
培
日
誌
・
防
虫

日
誌
の
記
録
、
栽
培
管
理
の
整
理

な
ど
が
、
定
期
的
な
実
地
調
査
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ロ

ン
な
ど
は
、
一
玉
ご
と
に
生
産
者

の
名
前
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
平
成
十
六
年
四
月
か
ら

は
、
化
学
合
成
農
薬
と
化
学
肥
料

の
両
方
の
使
用
を
抑
え
た
農
作
物

を
「
特
別
栽
培
農
作
物
」
と
表
示

す
る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
、

栽
培
情
報
自
体
の
開
示
と
と
も
に
、

法
令
を
遵
守
す
る
姿
勢
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
を
示
す
説
明
責
任

特別栽培農産物　新表示ガイドラインコラム

トレーサビリティーとは、トレース（追跡する）とアビリティー（可能である）を組み合わせて作ら
れた言葉で、野菜・果物について、栽培から加工を含めた流通過程を追跡できることをいいます。
①栽培日誌・防虫日誌の記帳、②生産基準・栽培指針に基づく栽培約束、③出荷記録の確認、

などによる生産工程管理により、生産者から消費者へ、生産物に関する、A. 生産者、B. 肥料使
用状況、C. 農薬使用状況、といった生産者の顔や生産情報などが公開され、生産者が消費者に
安心・安全に関する説明責任を果たす仕組みになっています。

安心・安全の証 トレーサビリティーコラム

トレーサビリティーの流れ 

農
　
　
家 

農
　
　
協 

経

済

連

 

卸
売
市
場 

小
売
店 消

費

者

 

生産者の素顔・生産情報 

生産工程管理 
［栽培日誌・防虫日誌の記帳］ 
［生産基準に基づく栽培約束］ 

［出荷記録の確認］ 

生産情報提供 
誰が作った青果物か 

どうやって作った青果物か 
生産者から消費者へのメッセージ 

改正のポイント

特別栽培農産物の特徴が消費者等に正しく理解されることを目

的として、生産の原則（土づくり等）が定められました。

化学合成農薬と化学肥料の「双方」を慣行の
50％以上減らして栽培された農産物になりまし
た。また、慣行のレベルは、地方公共団体が策定または確認し

たものを節減割合の算定の比較基準にすることになりました。

無農薬栽培農産物、無化学肥料栽培農産物、減農薬栽培農産物、

減化学肥料栽培農産物がすべて特別栽培農産物に統一
されました。

1

2

3

徹
底
し
た
栽
培
履
歴
開
示
は

必
要
最
低
条
件

安
心
・
安
全
を
満
た
し
た

輸
入
品
と
の
競
争
が
始
ま
る

産
地
間
連
携
の
成
果

I
T
農
業
へ
の
取
り
組
み

精
密
農
法
＝
ば
ら
つ
き
管
理
農
法 

地
域
住
民
へ
の 

責
任 

消
費
者
へ
の
責
任 

作
業
計
画
↓
実
行
↓
評
価
を
行
い
な
が
ら 

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
営
農
形
態
を
実
現 

●農地資産管理 
●作業日誌 
（施肥・農薬散布量など） 
●土壌・収量・作業マップ 

情報つきほ場 

●作業履歴 
●生産ほ場 
●収穫時期 
●品質情報 
●農家・その他 

情報つき農産物 

●効率的肥培 
管理コスト削減 
●環境負荷軽減 

●消費者の 
ニーズを把握 
●消費者の 
信頼性を確保 

●
精
密
農
法
啓
発
事
業 

　（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
） 

●
土
壌
管
理
・
栽
培
管
理
な
ど
の
研
修
事
業 

●
農
作
物
履
歴
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
と
導
入 

●
農
業
技
術
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
育
成 

●
ほ
場
に
お
け
る
実
証
実
験
の
推
進 

豊橋渥美「精密農法」導入促進プロジェクト

化学合成 
農薬 

50% 
以下に 

化学肥料 

50%以下に 

平成16年4月1日から、（社）日本農林規格協会（JAS協会）が定めた新ガイド
ラインが施行され、平成16年4月以降に生産される農産物から適用されます。

その農産物が生産された地域の慣行レベル（各地域の慣行的に行われている
化学合成農薬及び化学肥料の使用状況のこと）に比べて、①化学合成農薬の使
用回数が50％以下であり、かつ、②化学肥料の窒素成分量が50％以下で栽培
された農産物のこと。
なお、JAあいち経済連は愛知県の特別栽培農産物に対して、「いきいき愛知」
認証制度を導入し、推進に努めています。

特別栽培農産物とは
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と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
も
、
当
然

で
す
。

「
渥
美
町
の
特
別
栽
培
の
キ
ャ
ベ

ツ
」
を
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
信

用
力
を
増
せ
ば
、
消
費
者
も
、
生

産
者
も
増
え
る
。
大
生
産
地
で
の

特
別
栽
培
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。
今
が
分
か
れ
目

な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
地
域
一
丸

と
な
っ
て
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
今

後
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
遠
方
の
産
地
、
た
と
え

ば
千
葉
県
の
J
A
ち
ば
み
ど
り
さ

ん
や
神
奈
川
県
の
J
A
三
浦
市
さ

ん
の
よ
う
な
所
と
も
産
地
間
リ
レ

ー
で
き
れ
ば
、
輸
入
品
対
抗
策
に

も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

特
別
栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り
、
産

地
間
連
携
へ
の
期
待
。
こ
れ
ら
は

若
者
が
期
待
で
き
る
農
業
を
実
践

し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か

ら
で
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
息

子
に
も
「
お
前

ら
が
や
り
や
す

い
、
や
り
甲
斐

の
あ
る
農
業
に

変
え
て
い
く
か

ら
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
一
つ
で

あ
る
機
械
化
は
、

ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
耕
す
、

苗
を
植
え
る
、
運
搬
用
箱
を
作
る
、

す
べ
て
機
械
化
し
て
い
ま
す
。
大

型
収
穫
機
で
は
き
め
細
か
い
出
荷

調
整
が
で
き
な
い
の
で
、
収
穫
だ

け
は
手
作
業
の
ま
ま
で
す
が
。

今
の
若
者
は
「
し
ん
ど
い
か
ら
」

農
業
を
敬
遠
す
る
の
で
は
な
い
と

思
う
ん
で
す
。「
期
待
が
持
て
な
い

か
ら
」
農
業
を
敬
遠
す
る
だ
け
な

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
頑
張
っ

た
ら
売
れ
る
、
儲
か
る
、
消
費
者

が
喜
ん
で
く
れ
る
」
農
業
だ
っ
た

ら
、
好
き
な
ん
で
す
。
こ
ん
な
思

い
で
、
部
会
の
有
志
二
十
人
が
特

別
栽
培
に
挑
戦
し
て
効
果
を
出
し

て
広
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
実
験
台
な
ん
で
す
よ
。

最
近
で
は
、
中
国
か
ら
若
い
人

が
研
修
生
や
技
能
生

と
し
て
日
本
の
農
業

を
学
び
に
来
て
い
ま

す
。
農
家
に
入
っ
て

二
年
か
ら
三
年
の
間
、

朝
四
時
の
収
穫
に
も

文
句
一
つ
言
わ
ず
に

働
い
て
く
れ
ま
す
。

今
で
は
私
た
ち
の
貴

重
な
戦
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

食
品
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る

消
費
者
の
要
求
の
高
ま
り
は
急
激

で
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
想
像
以
上

で
し
た
。
今
、
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に

よ
る
特
別
栽
培
で
す
。
た
だ
、
部

会
全
体
で
五
百
二
十
人
い
る
う
ち
、

で
六
万
六
千
ケ
ー
ス
で
す
か
ら
六

百
六
十
万
円
の
売
上
増
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
J
A
全
体
だ
と
五
百
万

ケ
ー
ス
に
な
る
の
で
、
五
億
円
の

売
上
増
に
繋
が
り
ま
す
。
し
か
も
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
通
常
栽
培
も
の
）

と
特
別
栽
培
も
の
が
あ
れ
ば
、
市

場
は
必
ず
特
別
栽
培
も
の
を
指
定

し
ま
す
。
市
場
の
引
き
が
強
い
の

で
す
。
五
年
以
内
に
は
特
別
栽
培

が
普
通
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
所
で
も
特
別
栽
培
は
ま
だ

三
分
の
一
、
三
分
の
二
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
す
。
現
在
の
人
手
で
は
こ

れ
が
精
一
杯
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
特
別
栽
培
の
効
果

を
目
に
見
え
る
形
に
し
て
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
場
の
要
求
す

る
生
産
量
を
供
給
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
ん
で
す
。
た
と
え
ば
生

協
さ
ん
の
場
合
、
一
日
あ
た
り
の

特
別
栽
培
の
要
望
量
は
千
か
二
千

ケ
ー
ス
な
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
が
出

せ
る
の
は
三
百
ケ
ー
ス
ほ
ど
で
、

残
り
七
百
ケ
ー
ス
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
で
は
生
協
さ
ん
か
ら
「
特
別

栽
培
キ
ャ
ベ
ツ
を
前
面
に
出
し
た

広
告
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」

愛知県渥美町

虫
に
や
ら
れ
る
、
こ
う
判
断
し
た

と
き
に
初
め
て
農
薬
を
撒
く
の
で

す
。
ど
の
農
薬
を
ど
の
程
度
撒
い

た
か
、
す
べ
て
栽
培
日
誌
に
記
録

し
、
J
A
あ
い
ち
経
済
連
が
規
定

し
た
特
別
栽
培
基
準
の
枠
内
に
収

め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
害
虫
の
種

類
、
発
生
時
期
、
効
果
的
な
農
薬

の
知
識
、
現
状
を
判
断
す
る
眼
が
、

以
前
と
は
比
較
で
き
な
い
く
ら
い

重
要
で
神
経
も
使
い
ま
す
。

で
も
、
一
番
の
問
題
は
特
別
栽
培

は
人
手
が
か
か
る
こ
と
で
す
。
技
術

の
問
題
は
、
指
導
を
受
け
、
学
び
、

経
験
を
積
む
こ
と
で
対
応
で
き
ま

す
が
、
一
時
的
に
発
生
す
る
人
手
不

足
へ
の
対
応
は
も
っ
と
頭
の
痛
い
問

題
で
す
。
肥
料
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、

化
学
肥
料
な
ら
三
俵
分
の
量
で
済

む
と
こ
ろ
で
も
、
鶉
糞
の
有
機
肥
料

に
変
え
る
と
十
五
俵
分
も
か
か
リ
、

結
果
と
し
て
、
五
倍
の
労
力
が
必
要

に
な
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
特
別
栽
培
を

地
域
全
域
に
広
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
効
果

も
大
き
い
か
ら
で
す
。
農
薬
代
が

半
減
す
る
ほ
か
、
若
干
で
す
が
高

値
で
売
れ
ま
す
。
一
ケ
ー
ス
（
八

個
）
の
市
場
価
格
で
五
十
円
か
ら

百
円
の
高
値
が
つ
き
ま
す
。
特
別

栽
培
農
家
だ
け
で
見
れ
ば
、
全
部

特
別
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
二
十
人
、
わ
ず
か
五
％
で
す
。

確
か
に
、
解
決
す
べ
き
難
し
い

課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
農
薬
に
関
す
る
専
門
技

術
的
な
問
題
。
従
来
の
農
薬
は
害

虫
発
生
の
予
防
の
た
め
事
前
に
散

布
す
る
の
で
す
が
、
減
農
薬
は
散

布
回
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め

予
防
の
た
め
の
散
布
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
薬
を
与
え
な
け
れ
ば

J
A
愛
知
み
な
み
の
「
常
春
部
会
」
は
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
キ
ャ
ベ

ツ
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
別
栽
培
と
い
う
方
法
を
推
進
し
て

い
る
農
業
経
営
士
伊
藤
成
さ
ん
に
、
生
産
現
場
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

多
く
の
若
者
が

専
業
農
家
を
志
す
農
業
に
し
た
い

伊藤農園　農業経営士

伊藤
いとう

成
せい

さん

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の

大
量
供
給
を
実
現
し
た
い

安
定
し
た
供
給
力
が
な
い
と

広
告
が
出
せ
な
い

機
械
化
を
進
め
儲
か
る
農
業
へ

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 青果農産部　〒441-3502 愛知県田原市赤羽根町諏訪4-1 電話　0531-45-4094 FAX 0531-45-3472
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp

渥美町の「特別栽培」のキャベツを広く知ってもらいたい

生産者の名前も入った特別栽培のキャベツ用の
出荷段ボール

農薬の取り扱いの指導、安全使用の啓蒙活動、
栽培技術のための講習会を開催している

安心・安全なキャベツを作るために

安全宣言

1. 私達は、無登録農薬を絶対に使用しません

2. 私達は、農薬を適用外作物に絶対使用しません

3. 私達は、栽培日誌の記帳を実行します

4. 私達は、産地情報を積極的に提供します

JA愛知みなみ

常春部会
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く
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。
同
じ
一
回
な

ら
、
少
し
で
も
効
果
的
に
使
い
た
い

で
す
か
ら
ね
。

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
に
も
以
前
か
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。
農
薬
を
使
っ

た
日
付
や
種
類
、
量
、
堆
肥
の
種

類
や
量
な
ど
、
す
べ
て
を
栽
培
日

誌
に
つ
け
て
、
後
か
ら
履
歴
を
整

理
す
る
の
で
す
。
栽
培
履
歴
も
収

穫
前
と
収
穫
後
に
農
協
に
提
出
す

る
ほ
か
、
収
穫
中
に
は
、
週
一
回

の
糖
度
、
食
味
の
検
査
。
そ
し
て
、

J
A
あ
い
ち
経
済
連
に
よ
る
残
留

検
査
も
受
け
て
い
ま
す
。

化
学
肥
料
か
ら
有
機
肥
料
へ
の

切
り
替
え
も
五
年
前
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

な
か
な
か
手
ご
わ
い
品
種
で
す

が
、「
ご
ほ
う
び
」
の
市
場
価
格
は
、

J
A
愛
知
み
な
み
の
ト
マ
ト
の
中

で
は
最
高
ク
ラ
ス
で
す
。
四
キ
ロ

一
箱
で
普
通
の
ト
マ
ト
よ
り
百
〜

二
百
円
高
く
、
値
下
り
も
普
通
の

ト
マ
ト
よ
り
緩
や
か
で
、
そ
の
分

有
利
で
す
。

ま
た
、
渥
美
紅
姫
ト
マ
ト
出
荷

連
合
は
選
果
の
厳
し
さ
で
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
の
階
級

は
大
き
さ
に
よ
る
3L
・
2L
・
L
・

M
・
S
玉
の
他
に
、
形
に
も
A
・

B
・
C
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
A

の
方
が
断
面
が
真
円
に
近
く
、
形

が
き
れ
い
で
す
。
連
合
の
メ
ン
バ

ー
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
厳
し
い

選
果
を
行
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
、
四
〜
五
年
で
市
場
の
信

頼
も
得
て
、
B
品
の
割
合
が
多
く

て
も
ケ
ー
ス
単
価
は
よ
そ
の
A
品

よ
り
高
い
こ
と
も
多
い
で
す
。

販
売
は
、
直
販
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
一
般
の
市
場
が
主
体
で
す
。

顧
客
と
直
接
契
約
を
結
ぶ
や
り
方

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
天
候
の
影

響
な
ど
で
顧
客
の
思
い
通
り
の
品

質
・
数
量
・
時
期
の
約
束
が
し
に

く
い
か
ら
で
す
。

結
局
、
仲
介
や
消
費
者
が
あ
る

程
度
の
差
別
化
を
し
て
く
れ
る
の

が
一
番
で
す
。
幸
い
渥
美
紅
姫
ト

マ
ト
出
荷
連
合
の
ト
マ
ト
は
味
・

形
と
も
定
評
が
あ
り
、
A
品
な
ら

箱
も
開
か
ず
、
値
も
聞
か
ず
に
買

っ
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
B
品
ま

で
黙
っ
て
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

業
者
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
連
合
は
若
い
会
で
す
。
長
老

格
の
一
人
を
除
く
と
、
四
十
代
が
五

人
、
三
十
代
が
四
人
、
二
十
代
の
若

者
も
二
人
い
ま
す
。
ト
マ
ト
栽
培
で

は
、
病
気
が
多
い

だ
け
に
病
状
を
見

抜
く
眼
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
経
験

で
身
に
つ
け
る
し

か
な
い
の
で
す
が
、

若
い
人
も
先
輩
の

知
識
・
経
験
か
ら

学
ん
で
い
ま
す
。

「
二
番
煎
じ
の
減
農

薬
で
は
勝
ち
残
れ

な
い
。
将
来
を
考

え
て
、
や
れ
る
こ

と
は
や
ろ
う
」と
い

う
気
持
ち
が
仲
間

を
動
か
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

増
や
し
て
土
壌
の
汚
染
防
止
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
耐
病
性
を
高
く

す
る
品
種
改
良
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ト
マ
ト
は
病
気
の
種
類
が
多
い

の
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
特
に
減
農

薬
の
場
合
は
、い
つ
、
何
を
、
ど
れ
だ

け
使
う
か
、
一
回
の
消
毒
に
も
す
ご

農薬や堆肥を使った日付、種類、量など、すべてつける栽培日誌

8
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っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
、
少
量
生
産
で
希
少
価
値

が
売
り
物
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
と

は
少
し
違
い
ま
す
。
最
近
、
食
の

安
心
や
安
全
に
消
費
者
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
市
場
か
ら

「
減
農
薬
も
の
だ
か
ら
ほ
し
い
」
と

は
言
わ
れ
て
も
「
減
農
薬
も
の
だ

か
ら
高
く
て
も
い
い
」
と
は
な
か

な
か
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

以
前
は
、
同
じ
種
苗
メ
ー
カ
ー

の
「
サ
ン
ロ
ー
ド
」
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
形
は
悪
い
が
、
味

は
い
い
。
糖
度
と
酸
味
が
し
っ
か

り
の
っ
た
「
ト
マ
ト
の
味
」
が
す
る

の
で
す
。
た
だ
、
樹
性
が
強
過
ぎ

る
た
め
木
作
り
が
難
し
く
、
鬼
花

（
乱
形
花
）
が
出
や
す
い
欠
点
が
あ

り
ま
し
た
。
七
年
続
け
ま
し
た
が

結
局
手
に
負
え
ず
、
他
社
の
品
種

に
変
え
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、「
サ
ン
ロ
ー
ド
」
と
同
じ

メ
ー
カ
ー
が
味
を
重
視
し
た
改
良

種
を
開
発
し
た
と
聞
い
て
試
し
て
み

る
と
、
納
得
で
き
る
昔
風
の
濃
い
ト

マ
ト
の
味
が
し
た
の
で
、
栽
培
す
る

こ
と
に
決
め
た
の
で
す
。
こ
れ
が

「
ご
ほ
う
び
」で
す
。
現
在
、
渥
美
紅

姫
ト
マ
ト
出
荷
連
合
の
有
志
十
二
軒

が
、
減
農
薬
に
よ
る「
ご
ほ
う
び
」栽

培
に
賭
け
て
い
ま
す
。

「
ご
ほ
う
び
」
の
生
産
に
は
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
木
と
果
実

の
間
の
隔
離
層
と
い
う
部
分
が
弱

く
「
玉
落
ち
」
が
発
生
し
や
す
い

の
で
す
。
劣
皮
・
劣
果
も
多
く
、

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
「
尻
腐

れ
」
の
対
策
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

決
し
て
育
て
や
す
い
と
は
い
え
な

い
品
種
で
す
。

さ
ら
に
、
ナ
ス
科
の
宿
命
と
し
て

連
作
障
害
の
危
険
も
高
く
、
一
番
恐

い
病
気
は「
青
枯
病
」で
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
青
枯
病
に
強
い
台
木
へ

の
接
ぎ
木
や
、
有
機
肥
料
の
割
合
を

私
た
ち
は
、
収
量
を
上
げ
つ
つ
、

い
い
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を
作

J
A
愛
知
み
な
み
の
「
渥
美
紅
姫
ト
マ
ト
出
荷
連
合
」
は
、
減
農
薬
栽
培

の
大
玉
ト
マ
ト
「
ご
ほ
う
び
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
青
穫
り
し
て
市
場
で

熟
す
「
追
熟
」
で
は
な
く
、
赤
く
熟
し
て
か
ら
収
穫
す
る
「
木
熟
」
で
す
。

そ
の
た
め
栽
培
時
の
温
度
や
水
分
、
日
照
時
間
の
管
理
が
難
し
く
、
収
穫
も

四
日
に
一
度
と
い
う
手
間
の
か
か
る
ト
マ
ト
で
す
。
自
慢
は
、
九
度
に
も
達

す
る
と
い
う
糖
度
と
、
ほ
ど
よ
い
酸
味
が
調
和
し
た
「
ト
マ
ト
ら
し
い
味
」。

連
合
の
現
代
表
の
渡
会
陽
一
さ
ん
と
、
栽
培
開
始
当
時
の
代
表
の
坂
本
秀
治

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

収
量
・
食
味
・
安
全

三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
ト
マ
ト

「
ご
ほ
う
び
」に
託
す

日
常
の
こ
ま
め
な
栽
培
日
誌
・

栽
培
履
歴
が
安
全
を
生
み
出
す

JA愛知みなみ　渥美紅姫トマト出荷連合
代表

渡会陽一
わたらいよういち

さん

JA愛知みなみ　渥美紅姫トマト出荷連合
元代表

坂本秀治
さかもとひではる

さん

減
農
薬
栽
培
に
未
来
を
賭
け
る

厳
し
い
選
果
基
準
を
自
ら
課
す

お問い合わせ先　JA愛知みなみ 青果農産部　〒441-3502 愛知県田原市赤羽根町諏訪4-1 電話　0531-45-4094 FAX 0531-45-3472
URL   http://www.ja-aichiminami.or.jp
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身
近
な
農
業
I
T
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
農
家
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
の

印
刷

農
家
は
、
P
O
S
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
る
直
売
所
で
、「
商
品

名
・
生
産
者
名
・
価
格
」
を
記
載

し
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
し
、
農

作
物
に
貼
付
し
ま
す
。（
図
1

①
）

◎
農
家
に
よ
る
農
作
物
の
出
荷

農
家
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
付

し
た
農
作
物
を
直
売
所
に
出
荷
し

ま
す
。

（
図
1

②
）

◎
直
売
所
に
よ
る
販
売

販
売
時
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
て
い
る
売
上
デ
ー
タ
を
P

O
S
レ
ジ
で
読
み
取
り
ま
す
。
そ

の
デ
ー
タ
を
直
接
パ
ソ
コ
ン
に
送

り
、
売
上
高
を
生
産
者
別
や
商
品

別
に
自
動
的
に
集
計
し
ま
す
。

（
図
1

③
）

◎
売
上
状
況
の
通
知

直
売
所
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
自
動

的
に
集
計
さ
れ
る
日
々
の
売
上
状

況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

10

生
産
し
た
ら
す
ぐ
に
販
売
が
実
現

委
託
販
売
P
O
S
シ
ス
テ
ム
活
用
の
農
作
物
直
売
所

食
の
安
心
・
安
全
確
保
は
、
国
内

市
場
の
緊
急
課
題
で
す
。「
顔
の
見

え
る
農
業
」
と
し
て
、
直
接
取
引
を

中
心
に
小
規
模
な
が
ら
も
高
い
利

益
率
を
あ
げ
て
き
た
農
家
グ
ル
ー
プ

も
、
こ
れ
か
ら
は
、
ス
ー
パ
ー
に
当

た
り
前
の
よ
う
に
陳
列
さ
れ
た「
安

心
野
菜
」
商
品
と
の
価
格
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
期
に
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

こ
こ
で
は
、
農
作
物
履
歴
情
報

シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
の
大
掛
か
り

な
農
業
I
T
化
で
は
な
く
、
小
規

模
な
事
業
所
で
も
比
較
的
簡
単
に

導
入
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な

が
ら
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
P

O
S
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

生
産
物
を
持
ち
寄
っ
て
地
元
で

販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
が
、「
顔

の
見
え
る
農
業
」
の
販
売
形
態
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
家
が
自
分
た
ち
の

農
作
物
を
持
ち
寄
っ
て
売
る
だ
け

で
は
、
消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
る

営
業
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
に
は
、
生
産→

出
荷→

販
売

→
精
算→

生
産
と
流
れ
て
い
く
管

理
事
務
が
不
可
欠
で
あ
り
、
生
産

者
に
売
上
金
を
支
払
う
仕
組
み
も

必
要
で
す
。
し
か
も
、
管
理
に
手

間
暇
の
か
か
ら
な
い
、
わ
か
り
や

す
い
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

コ
ン
ビ
ニ
の
P
O
S
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
委
託
販
売
P
O
S
シ
ス

テ
ム
で
す
。
小
さ
な
直
売
所
で
も

十
分
に
活
用
で
き
る
、
も
っ
と
も

り
、
携
帯
電
話
で
農
家
に
通
知
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
は
、
直

売
所
に
出
向
く
こ
と
な
く
自
分
の

出
荷
作
物
の
売
れ
行
き
を
把
握
で

き
、
出
荷
体
制
を
検
討
で
き
ま
す
。

（
図
2
）

◎
売
上
金
の
支
払
業
務

直
売
所
は
、
生
産
者
ご
と
の
締

日
・
支
払
日
に
応
じ
て
、
支
払
明

細
表
を
自
動
的
に
作
成
し
、
金
融

機
関
に
支
払
金
の
振
り
込
み
を
依

頼
し
ま
す
。

（
図
1

④
〜
⑥
）

◎
管
理
帳
票
の
自
動
印
刷

売
上
集
計
表
や
日
報
・
月
報
な
ど

経
理
に
必
要
な
帳
票
も
、
必
要
事
項

を
指
定
す
れ
ば
印
刷
で
き
ま
す
。

（
図
1

⑦
）

こ
の
よ
う
に
、
P
O
S
シ
ス
テ

ム
と
い
う
小
さ
な
I
T
を
活
用
す

れ
ば
、
生
産
者
が
個
別
に
決
定
し

た
価
格
で
の
販
売
、
生
産
者
へ
の

販
売
状
況
の
通
知
、
生
産
者
へ
の

売
上
金
支
払
管
理
、
直
売
所
全
体

の
経
理
管
理
な
ど
、
手
管
理
で
は

困
難
な
作
業
を
ほ
ぼ
自
動
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、
農
産
物
直
売
を
実
施
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
て

下
さ
い
。
（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

直
売
所
の
規
模
を
問
わ
な
い

委
託
販
売
P
O
S
シ
ス
テ
ム

委
託
販
売

P
O
S
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
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発電所
概　要

D A T A P A L

渥美町
お問い合わせ先／愛知県渥美町総務課

〒441-3695 愛知県渥美郡渥美町大字古田字岡ノ越6-4

電話　0531-33-1111
URL  http://www.town.atsumi.aichi.jp/

図1 農産物直売の流れ
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出荷業務～売上金入金まで一貫して管理できます。 

図2 売上確認について
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